
　

人
が
人
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
権
利「
人
権
」。し
か

し
、社
会
に
は
大
切
な「
人
権
」を
侵
害

す
る
行
為
や
偏
見
・
差
別
が
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
16
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
お

ら
れ
ま
す
。
毎
日
の
生
活
で
の
悩
み

ご
と
や
、
地
域
や
職
場
で
の
い
じ
め

や
差
別
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
皆
さ
ん
の
一
番
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

西に
し
か
わ川　

良
り
ょ
う
へ
い平　
　
　

西に
し
む
ら村　

泰や
す
お雄

　

池い
け
だ田　

仁ひ
と
み美　
　
　

森も
り
む
ら村
シ
ズ
子こ

　

市い
ち
い井　

幸ゆ
き
お夫　
　
　

竜
り
ゅ
う
お
う王　

勝か
つ
こ子

　

前ま
え
だ田
喜き

し

え
志
江

　

平ひ
ら
お尾　

敏と
し
か
ず一　
　
　

中な
か
も
と本
た
み
子こ

　

一い
ち
み
や宮　

祥し
ょ
う
こ子

　

三み
よ
し好　

隆
り
ゅ
う
え
き益　
　
　

田た
な
か中　

義よ
し
ひ
と人

　

伊い
む
ろ室　

信の
ぶ
こ子

　

中な
か
じ
ま島　

清き
よ
み美　
　
　

豊と
よ
だ田
い
づ
み

　

黄き

せ瀬　

忠た
だ
ゆ
き幸

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
相
談
場
所
や
日
時
は
15
ペ
ー
ジ

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
「
人
権
・
よ
ろ
ず

相
談
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務
局

☎
0
7
7
-5
2
2
-4
6
7
3

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
6
2
-0
2
5
9

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
担
当

☎
6
5
-0
6
9
4

 

6
3
-4
5
8
2

市
内
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

水 

口
土 

山
甲 
賀

甲 

南
信 

楽

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

平成21年春の叙勲で、市内から次の4名の方が受章されました。

　神戸大学名誉教授として、また、
姫路獨協大学名誉教授として、フラ
ンス語とフランス文学の指導・研究
にご尽力されました。平成13年に
退職されてから現在も、現役時代と
変わらず、自宅で読書と執筆活動に
精励されています。

瑞宝中綬章

木
き う ち

内　孝
たかし

 氏（甲南町希望ヶ丘本町）

　昭和37年に奉職、大津中央郵便
局勤務を経て、昭和53年からは甲
賀大久保郵便局長として郵政業務
にご尽力されました。また、平成9年
から退職されるまでの8年間、県中
部特定郵便局長業務推進連絡会の
会長を務められました。

瑞宝双光章

掛
か け だ

田　恭
や す ひ ろ

弘 氏（甲賀町大原市場）

　公立中学校の教諭、公立小学校の
教頭・校長として教育の発展にご尽
力されました。また、県教委、大津市
教委の職員として、障害児教育や同
和教育などの振興に寄与、退職後は
保護司として青少年育成に貢献さ
れました。

瑞宝双光章

中
な か じ ま

島　嘉
よ し は る

治 氏（信楽町黄瀬）

　昭和37年に奉職、平成15年に退
職されるまで40年の長きにわた
り、京都中央郵便局において郵政業
務にご尽力されました。迅速で的確
な対応が求められる郵便業務にお
いて、郵政事務官として他の模範と
して精励されました。

瑞宝単光章

田
た な か

中　賢
け ん じ

治 氏（水口町北脇）

春の叙勲　受章おめでとうございます

2009.5.15 �


